
総

則

第
一
条
本
会
は
関
西
大
学
哲
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
、
哲
学
、
倫
理
学
、
宗
教
学
、
芸
術
学
お
よ
び
美

術
史
学
に
関
す
る
研
究
・
教
育
の
補
助
機
関
と
し
て
、
会
員

相
互
の
研
鑽
な
ら
び
に
人
間
的
交
流
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

関
西
大
学
哲
学
会
会
則

関
西
大
学
哲
学
会
の
会
則
改
正
に
つ
い
て

関
西
大
学
哲
学
会
会
則
に
つ
い
て
は
、
二

0
―
二
年
秋
か
ら
事
務

局
に
お
い
て
実
態
と
の
照
合
を
行
い
、
二

0
1
＝
一
年
六
月
二
八
日
の

総
会
に
委
員
会
か
ら
修
正
案
を
提
議
し
、
下
記
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
改
正
の
主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
①
学
会
運
営
の
実

態
に
合
わ
せ
、
か
つ
迅
速
な
運
営
の
た
め
に
専
任
教
員
か
ら
な
る
常

任
委
員
会
を
設
置
。
た
だ
し
、
最
終
的
な
決
議
機
関
は
、
大
学
院

生
・
学
部
学
生
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
を
含
む
委
員
会
と
す
る
。
②

幹
事
を
一
名
増
員
。
③
委
員
長
を
（
従
来
、
慣
例
的
に
使
わ
れ
て
き

た
）
会
長
に
改
称
。
④
会
長
の
職
務
、
委
員
・
編
集
委
員
・
監
査
の

選
出
過
程
と
職
務
の
明
確
化
。
⑤
そ
の
他
、
日
本
語
表
現
の
修
正
。

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行

ぶ
ノ

(
-
）
毎
年
一
回
、
定
期
総
会
を
開
催
し
、
ま
た
毎
年
二
回
、

研
究
発
表
会
を
開
く
。
研
究
発
表
会
は
公
開
と
す
る
。
ま
た

随
時
、
臨
時
総
会
、
公
開
ま
た
は
非
公
開
の
講
演
会
あ
る
い

は
研
究
発
表
会
を
開
く
こ
と
が
あ
る
。

（
二
）
機
関
誌
『
哲
学
』
を
年
一
回
、
定
期
的
に
発
行
す
る
。

（
三
）
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
機
関
誌
の
交
換
等

を
通
じ
て
、
学
内
お
よ
び
学
外
の
諸
研
究
機
関
と
の
交
流
を

推
進
す
る
。

（
四
）
関
西
大
学
（
以
下
、
本
学
と
略
す
）
の

(
l
)
S
(
3
)

の
各
号
に
属
す
る
学
生
お
よ
び

(
4
)
S
(
6
)
の
各
号
に

属
す
大
学
院
生
の
研
究
を
補
助
す
る
。

(
l
)
文
学
部
総
合
人
文
学
科
哲
学
倫
理
学
専
修

(
2
)
文
学
部
総
合
人
文
学
科
比
較
宗
教
学
専
修

(
3
)
文
学
部
総
合
人
文
学
科
芸
術
学
美
循
史
専
修

(4)
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
総
合
人
文

学
専
攻
哲
学
専
修

(
5
)
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
総
合
人
文

学
専
攻
芸
術
学
美
術
史
専
修

(
6
)
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
総
合
人
文

学
専
攻
哲
学
専
修

冒



第
四
条
本
会
は
原
則
と
し
て
左
記
の
正
会
員
を
も
っ
て
組
織
す

る。
（
一
）
第
三
条
四
項

(
l
)
S
(
3
)
の
専
任
教
員
、
お
よ
び

そ
れ
以
外
の
関
西
大
学
専
任
教
員
の
有
志

（
二
）
第
一

1

一
条
四
項

(
l
)
S
(
6
)
に
在
籍
す
る
学
生
お
よ

び
大
学
院
生

（
三
）
本
学
文
学
部
哲
学
科
、
本
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
哲

学
専
修
、
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
修
、
お
よ
び
第

三
条
四
項

(
l
)
S
(
6
)
に
在
籍
し
た
者
の
有
志
、
な
ら

び
に
そ
れ
以
外
の
本
学
学
生
ま
た
は
大
学
院
生
の
有
志

第
五
条
本
会
は
左
記
の
賛
助
会
員
に
よ
る
協
賛
を
も
っ
て
運
営
す

る。
（
一
）
第
三
条
四
項

(
l
)
S
(
6
)
の
授
業
担
当
者
な
ら
び

に
授
業
担
当
の
経
歴
あ
る
者
の
う
ち
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同

す
る
者

（
二
）
第
三
条
四
項

(
l
)
S
(
6
)
に
在
籍
し
た
者
の
う
ち
、

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者

（
三
）
そ
の
他
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者

機

関

第
六
条
本
会
に
は
次
の
機
関
を
置
く
。

(
-
）
総
会

（
二
）
委
員
会

委
員
会
内
に
常
任
委
員
会
な
ら
び
に
編
集
委
員
会
を
設
置
す

る。

第
七
条
総
会
は
本
会
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
っ
て
、
次
の
こ
と
を

審
議
し
議
決
す
る
。

（
一
）
哲
学
会
会
則
の
決
定
な
ら
び
に
変
更

（
二
）
委
員
の
選
任
な
ら
び
に
解
任

（
三
）
予
算
、
決
算
の
承
認

（
四
）
そ
の
他
の
重
要
な
事
項

第
八
条
定
期
総
会
は
毎
年
一
回
、
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
委
員
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、

会
長
が
臨
時
に
総
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条

委
員
会
は
本
会
の
執
行
機
関
と
し
て
、
以
下
の
業
務
を
行

う。
（
一
）
研
究
発
表
会
の
企
画
立
案

（
二
）
第
七
条
に
定
め
た
総
会
で
の
審
議
事
項
に
関
連
し
て
、

(
l
)
予
算
案
の
提
出
、
決
算
の
報
告

(2)
哲
学
会
会
則
に
修
正
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の

検
討
と
修
正
案
の
策
定

（
三
）
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
の
検
討

二
委
員
会
は
そ
の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
、
事
務
局
を
本
学

文
学
部
哲
学
倫
理
学
専
修
・
比
較
宗
教
学
専
修
・
芸
術
学
美

術
史
専
修
合
同
研
究
室
に
置
く
。

四



以
下
の
業
務
を
行
う
。

三
委
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
一
）
第
三
条
四
項

(
l
)
S
(
3
)
の
専
任
教
員
全
員
（
こ

れ
を
常
任
委
員
と
す
る
）

（
二
）
第
三
条
四
項

(
l
)
S
(
3
)
の
学
生
よ
り
選
出
さ
れ

る
者
、
各
専
修
上
限
三
名
、
上
限
計
九
名

（
三
）
第
三
条
四
項

(
4
)
S
(
5
)
の
大
学
院
生
よ
り
選
出

さ
れ
る
者
、
お
よ
び
第
三
条
四
項

(6)
の
大
学
院
生
よ
り

選
出
さ
れ
る
者
、
上
限
各
二
名
、
上
限
計
六
名

第
一

0
条
委
員
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

（

一

）

会

長

一

名

（
二
）
常
任
委
員

（

二

）

幹

事

二

名

(
-
1
-

）
編
集
委
員
三
名

第
―
一
条
役
員
は
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。
た
だ
し
会
長
、
幹

事
、
編
集
委
員
は
常
任
委
員
中
か
ら
推
薦
さ
れ
、
総
会
が
こ

れ
を
決
定
す
る
。

第
―
二
条
役
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
留
任
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
一
三
条
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
轄
す
る
。
幹
事
は

事
務
局
を
統
轄
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
代
理

す
る
。

第
一
四
条
会
長
は
必
要
に
応
じ
て
委
員
会
な
ら
び
に
常
任
委
員
会

を
招
集
す
る
。

第
一
五
条
常
任
委
員
会
は
、

会

計

五

（
一
）
研
究
発
表
会
に
お
け
る
発
表
者
の
審
査
、
選
考
、
お
よ

び
、
委
員
会
へ
の
推
薦

（
二
）
第
九
条
に
定
め
た
委
員
会
で
の
審
議
事
項
に
関
連
し
て
、

(
l
)
予
算
原
案
の
策
定
な
ら
び
に
決
算
報
告
原
案
の
作
成

(2)
哲
学
会
会
則
に
修
正
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の

検
討
と
、
修
正
原
案
の
策
定

（
三
）
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
の
検
討

第
一
六
条
常
任
委
員
会
は
、
幹
事
・
編
集
委
員
に
事
故
あ
る
と
き

は
、
総
会
の
議
を
経
ず
に
、
新
た
な
人
員
を
選
出
し
、
そ
の

任
務
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
七
条
編
集
委
員
は
、
本
会
機
関
誌
『
哲
学
』
の
編
集
発
行
に

あ
た
る
。

第
一
八
条
機
関
誌
『
哲
学
』
に
掲
載
す
る
論
文
の
採
否
は
、
編
集

委
員
会
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。

第
一
九
条
編
集
委
員
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
本
学

あ
る
い
は
他
の
研
究
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
に
、
審
査
委

員
と
し
て
『
哲
学
』
の
論
文
審
査
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き

る。

第
二

0
条
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入
を

も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
ニ
―
条
正
会
員
・
賛
助
会
員
は
、
毎
年
会
費
(
-
―

1
0
0
0円）



二
0
一
三
年
六
月
二
八
日
改
訂
。

付
則
（
一
）
こ
の
会
則
は
、

を
生
じ
る
。

付
則
（
二
）
二

0
0四
年
七
月
一

0
日
改
訂
。
こ
の
改
訂
は
、
ニ

0
0四
年
四
月
一
日
付
の
関
西
大
学
文
学
部
改
組
、
お
よ
び

二
0
0五
年
四
月
一
日
付
の
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
改
組

に
よ
る
組
織
改
編
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

付
則
（
三
）
二

0
-
0年
七
月
三
日
改
訂
。
こ
の
改
訂
は
、
二
〇

0
六
年
四
月
一
日
付
お
よ
び
二

0
0七
年
四
月
一
日
付
の
関

西
大
学
文
学
部
改
組
に
よ
る
組
織
改
編
に
伴
う
も
の
で
あ

る。

付
則
（
四
）

一
九
九
一
年
六
月
二
九
日
よ
り
効
力

を
醸
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
第
三
条
四
項

(
l
)
＼
（
3
)
に
属
す
る
学
生
は
、
原
則
と
し
て
本
学
入

学
時
に
―
二

0
0
0円
を
一
括
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
二
条
会
費
な
い
し
賛
助
会
費
を
三
カ
年
連
続
し
て
未
納
の
者

に
は
、
機
関
誌
の
配
布
を
停
止
す
る
。

第
二
三
条
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌

年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
終
わ
る
。

第
二
四
条
本
会
は
総
会
に
お
い
て
会
計
監
査
を
一
名
委
嘱
す
る
。

会
計
監
査
は
本
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。

関
西
大
学
哲
学
会
会
計
内
規

第
一
条
会
員
に
対
し
て
は
原
稿
料
、
講
演
料
は
原
則
と
し
て
支
払

わ
な
い
。

第
二
条
学
会
主
催
の
研
究
会
、
講
演
会
等
の
講
師
に
対
す
る
謝
礼

は
、
そ
の
つ
ど
委
員
会
に
お
い
て
こ
れ
を
定
め
る
。

関
西
大
学
哲
学
会
編
集
委
員
会
内
規

第
一
条
編
集
委
員
会
は
、
原
則
と
し
て
、
関
西
大
学
哲
学
会
会
則

（
以
下
、
会
則
）
第
一

0
条
な
ら
び
に
第
一
―
条
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
編
集
委
員
三
名
、
会
長
、
お
よ
び
幹
事
二
名
と

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
編
集
委
員
は
、
関
西
大
学
文
学
部

哲
学
倫
理
学
専
修
、
比
較
宗
教
学
専
修
お
よ
び
芸
術
学
美
術

史
専
修
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
の
中
か
ら
各
一
名
選
出
さ
れ

る
。
会
長
な
ら
び
に
幹
事
が
編
集
委
員
を
兼
担
す
る
こ
と
は

さ
ま
た
げ
な
い
。

第
二
条
編
集
委
員
は
機
関
誌
『
哲
学
』
の
編
集
発
行
な
ら
び
に
応

募
論
文
の
採
否
に
関
す
る
査
読
審
査
に
あ
た
る
。
幹
事
は
編

六



集
発
行
の
業
務
を
補
助
す
る
。

第
三
条
編
集
発
行
に
関
す
る
業
務
は
お
よ
そ
次
の
通
り
。

（
一
）
当
該
号
の
掲
載
内
容
を
企
画
立
案
す
る
。

（
二
）
論
文
の
募
集
を
会
員
に
周
知
す
る
。

（
三
）
講
演
要
旨
等
、
編
集
委
員
会
か
ら
寄
稿
を
依
頼
す
る
原

稿
に
つ
い
て
執
筆
者
に
依
頼
す
る
。

（
四
）
応
募
論
文
の
査
読
結
果
に
基
づ
い
て
（
一
）
を
修
正
し

て
掲
載
内
容
の
具
体
的
な
編
集
案
を
確
定
し
、
予
想
さ
れ
る

印
刷
費
を
算
定
す
る
。

（
五
）
目
次
、
奥
付
、
そ
の
他
編
集
委
員
会
に
よ
る
執
筆
部
分

の
校
正
。
た
だ
し
、
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
迅
速
性

を
要
す
る
場
合
に
は
校
正
に
あ
た
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
条
編
集
委
員
会
は
、
執
筆
を
依
頼
し
た
原
稿
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
な
ら
び
に
分
量
が
依
頼
し
た
条
件
を
逸
脱
す
る
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
掲
載
を
謝
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
印
刷
費
が
予
算
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場

合
、
そ
の
発
行
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
本
会
の
目
的
な
ら
び

に
財
政
状
況
に
鑑
み
て
、
会
長
が
判
断
す
る
。

第
六
条
応
募
論
文
一
本
に
つ
き
、
二
名
の
者
が
査
読
審
査
に
あ
た

る
。
そ
の
う
ち
、
一
名
は
編
集
委
員
と
し
、
一
名
は
会
則
第

一
九
条
に
定
め
る
審
査
委
員
と
す
る
。

第
七
条
編
集
委
員
な
ら
び
に
審
査
委
員
は
、
応
募
論
文
を
査
読
の

上
、
審
査
報
告
書
を
編
集
委
員
会
に
提
出
し
な
く
て
は
な
ら

七

な
い
。

第
八
条
審
査
報
告
書
に
は
、
(
-
)
掲
載
可
、
（
二
）
条
件
づ
き
掲

載
可
（
再
提
出
の
上
、
再
び
査
読
審
査
す
る
）
、
（
三
）
掲
載

不
可
の
判
断
と
そ
の
評
価
の
根
拠
な
ら
び
に
修
正
す
べ
き
点

を
明
記
す
る
。

第
九
条
編
集
委
員
は
第
七
条
に
定
め
た
審
査
報
告
書
に
も
と
づ
い

て
審
議
の
上
、
応
募
論
文
の
採
否
を
判
定
す
る
。
お
よ
そ
そ

の
基
準
は
、
（
一
）
査
読
審
査
に
あ
た
っ
た
両
名
と
も
に
掲

載
可
で
あ
れ
ば
掲
載
可
、
（
二
）
一
名
が
掲
載
可
で
一
名
が

条
件
づ
き
掲
載
可
、
ま
た
は
、
両
名
と
も
に
条
件
づ
き
掲
載

可
で
あ
れ
ば
条
件
づ
き
掲
載
可
、
（
三
）
両
名
と
も
に
掲
載

不
可
で
あ
れ
ば
掲
載
不
可
、
と
し
、
（
四
）
一
名
が
掲
載
可

ま
た
は
条
件
づ
き
掲
載
可
で
一
名
が
掲
載
不
可
で
あ
る
場
合

に
は
、
編
集
委
員
の
合
議
に
よ
っ
て
採
否
を
判
定
す
る
こ
と

と
す
る
。

第
一

0
条
応
募
論
文
の
投
稿
者
が
大
学
院
生
の
場
合
に
そ
の
指
導

教
員
で
あ
る
者
、
な
ら
び
に
、
投
稿
者
が
博
士
論
文
を
申
請

し
て
い
る
場
合
に
そ
の
主
査
に
あ
た
る
者
は
、
そ
の
論
文
の

査
読
審
査
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
―
一
条
第
一
〇
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
当
該
論
文
に

か
ぎ
っ
て
、
編
集
委
員
会
は
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
お

よ
び
第
九
条
に
定
め
る
編
集
委
員
の
任
務
を
常
任
委
員
の
一

名
に
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



付
則

J

の
内
規
は
、
二

0
一
三
年
六
月
二
七
日
か
ら
発
効
す
る
。

第
―
二
条
応
募
論
文
が
多
数
の
た
め
、
編
集
委
員
の
負
担
が
重

く
、
迅
速
な
査
読
審
査
が
危
ぶ
ま
れ
る
場
合
、
編
集
委
員
会

は
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
お
よ
び
第
九
条
に
定
め
る
編

集
委
員
の
任
務
を
幹
事
に
分
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
幹
事
が
第
九
条
第
四
項
に
定
め
る
合
議
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
査
読
審
査
を
依
頼
さ
れ
た
論
文
に
つ

い
て
の
み
と
す
る
。

第
一
三
条
応
募
論
文
な
ら
び
に
編
集
委
員
会
が
執
筆
を
依
頼
し
た

原
稿
に
つ
い
て
は
抜
き
刷
り
三

0
部
ま
で
本
会
の
負
担
に
お

い
て
作
成
し
、
執
筆
者
に
贈
与
す
る
。

第
一
四
条
会
則
第
一
九
条
に
定
め
る
審
査
委
員
が
本
会
会
員
で
は

な
い
場
合
、
論
文
一
本
に
つ
き
、
五

0
0
0円
に
相
当
す
る

金
品
を
謝
礼
と
し
て
贈
与
す
る
。

編

集

委

員

幹会

事長

井

上

克

人

宮

本

要

太

郎

品

川

哲

彦

井

上

克

人

三

村

尚

彦

若

林

雅

哉

＊
二

0
一
三
年
六
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
春
季
大
会
の
総
会
に
お

い
て
、
二

0
一
三
年
度
の
役
員
は
次
の
よ
う
に
選
任
さ
れ
ま
し

た。

ニ
八



会

報

＾
講
演
＞

．
「
諸
行
無
常
」
か
ら
見
る
イ
ン
ド
仏
教
思
想
史

本
学
文
学
部
准
教
授

場
所

日
時

0
平
成
二
五
年
度

平
成
二
五
年
六
月
二
九
日
（
土
）

五
時
五

0
分

関
西
大
学
第
一
学
舎
一
号
館
A
|
6
0
3
教
室

A
総
会
＞

A
研
究
発
表
＞

・
オ
デ
イ
ロ
ン
・
ル
ド
ン
作
《
キ
リ
ス
ト
》
に
つ
い
て
の
一
考
察

|
《
眼
を
と
じ
て
》
と
の
関
係
か
ら
1

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
小
田
絵
理
子
氏

・
『
実
践
理
性
批
判
』
か
ら
『
宗
教
論
』
へ

ー
自
律
と
信
仰
の
関
係
の
理
解
の
構
築
に
向
け
て

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
南
木
喜
代
恵
氏

春
季
大
会

午
後
一
時
三

0
分

S

酒
井
真
道
氏

懇
親
会
午
後
六
時

S
八
時

レ
ス
ト
ラ
ン
・
チ
ル
コ
ロ

場
所

日
時

0
平
成
二
五
年
度

秋
季
大
会

懇
親
会
午
後
六
時

S
八
時

レ
ス
ト
ラ
ン
・
チ
ル
コ
ロ

九

平
成
二
五
年
十
二
月
ニ
―
日
（
土
）

S
五
時
五

0
分

関
西
大
学
第
一
学
舎
一
号
館
実
験
実
習
・
語
学
系
教
室
2

午
後
一
時
三

0
分

＾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＞

・
宗
教
に
つ
い
て

．
「
働
く
」
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

A
講
演
＞

・
大
学
入
試
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

本
学
哲
学
科
O
B

上
山
義
人
氏




